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那覇市女性デジタル人材育成支援事業

実績報告書

2025年2月28日（金）

ヒューマンアカデミー株式会社

※本資料は公開用に
一部編集を加えています。



-1-

■本事業の目的

総務省「労働力調査(基本集計)」では、令和5年3月時点での女性就業者数は3,038
万人と前年同月比35万人増加、また、厚生労働省「令和4年
度版 労働経済白書」では、コロナ禍においても、女性の正規雇用労働者が堅調に増加傾
向であることが報告されています。
沖縄県の一人当たりの県民所得は全国平均の７割程度で低水準にあり、女性の非正規
雇用の割合は53.7%、男性に26.2%に比較すると２倍以上に上っており、未だ就労に困
難を抱える女性が多いことが分かります。
本事業は重要な労働力である女性層が今人材の需要が高まっているデジタル分野への就
業を支援するものであり、弊社は目的の達成の為には就労モチベーションやスキルの向上の他、
能力が適切に見える化できるように支援を行うことや、学びのサポートの充実なども重要になる
と認識しております。これらを適切に支援することにより、働く意欲のある女性の主体的なキャリ
ア形成意識を高め、目的意識を持って学習・就職活動に取り組んでいただき、関係支援機
関とも連動することで、那覇市内女性の安定的な就業への支援を致します。

多様な環境に置かれる女性が自分の意思で仕事が選択でき、その能力を充分に発揮でき
る地域の実現に向け、働く女性・働きたい女性に対し個々に寄り添って、しっかりと支えるこ
とで女性のキャリア形成を促進し、企業の人材不足解消・産業の活性化・地域の持続的
な発展に繋げていく支援をします。

女性の能力を十分に発揮できる働き方を実現させるべく、教育訓練や就職支援を通じ、
正規雇用で働く意欲を持つ全ての女性のキャリアチェンジを支援する。

■事業実施のポイント

Point.１ 教育機関としての経験に基づく質の高いオンライン研修で・未経験者でも将
来のデジタル人材として成長できるカリキュラム設定(PC基礎・Word・Excel・
PowerPointのスキル育成)

Point.２ 弊社の「長年の教育→就職サポート」のノウハウを活かし、絶え間ない受講
フォローアップ(対面とオンラインのハイブリットとドロップアウト防止、就職の伴走支援)

１.今回の事業に関する基本的な考え方

事業目的達成に向けた具体的な目標設定

【参加者確保の動き】
広告クリック率を重要な指標と
して設定し問合せを受けたス
タッフの口頭による事業説明に
よる申込への誘導を実施。

那覇市広報誌も活用し、多方
面からの反響獲得を目指します。

【スキル獲得支援】
受講者の離脱防止・完了
率達成のため、キャリアアドバ
イザーの積極的なアプローチ
で目標設定を行い、多様な
環境で学習を行う受講者の
学習における悩みを早期に
把握し、サポート。スキル獲

得支援を図ります。

【就職支援】
主体的に職業を選択し、キャ
リアチェンジを図るため、就職
サポート相談は１名あたり３
回以上実施。意欲醸成、受
講者個々の能力・適性を深く
客観的に把握し、就職を伴

走支援します。
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２．事業実施スケジュール

全体スケジュール
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女性向け、デジタル業界特化など、特色に合わせたデザイン・訴求
受講しやすいオンライン講座であることや学習のためのPC貸与があ
ることなどを全面に露出。事業参加の促進剤として活用します。

メディアプラン（広報計画）

① チラシ／ポスターの制作及び掲出

事業チラシ2,000部以上を制作。講座へのお申し込みアクセスQRコー
ドを掲載し、インターネット・アナログともに広告を露出し、事業の周知から
お申し込みへ繋げます。

②近隣自治体広報誌・公共施設及びインフラ広告の活用

沖縄県内の各自治体の広報媒体(市報、ホームページなど)を活用させて
いただく他、インフラ広告の活用、公共施設への掲示依頼をいたします。

市役所、図書館、沖縄県キャリアセンター、なは市創業・就職サポートセ
ンター、沖縄県母子寡婦福祉連合会、県内ハローワーク等

【公共施設での掲載・拡散依頼】

【近隣自治体の公報誌への掲載、自治体ホームページでの拡散】

③ポータルサイト 画面遷移なしで同一ページ内で完結させることで、ユーザビリティを
高めます。また、忙しい日常の中でも、育児や介護に追われる女性
がストレスなく情報を得られるよう、直感的なナビゲーションとシンプ
ルなインターフェースを構築します。

3．メディアプラン

④求人誌・フリーペーパーの活用
沖縄県内で発刊され購読数が多い求人
誌やフリーペーパーの広告掲出を活用。

具体的な広報活動の様子

A2ポスター 155部 A4両面チラシ 2800部ホームページ ８月9日公開

求人誌ルーキー
8月31日号広告掲載

事業チラシ600部は、なは女性セ
ンター様より多くの那覇市内保育所
へご送付いただき、反響獲得に向け
てご協力いただきました。
ありがとうございました。

その他図書館や学童、公民館や各
就職支援機関に設置依頼、チラシ
の多くはポスティングを実施致しまし
た。
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■広報から申し込みまでのコミュニケーション設計イメージ

事業紹介
+

申込導線

●SNS広告

●チラシ(リーフレット)／ポスター

●その他の流入経路

①各市役所やハローワーク他、なは市創業
就職サポートセンター等の就業支援機関

沖縄県母子寡婦福祉連合会関連施設
②ポスティング
③市報など、貴市が発行する広報物等

事務局対応

●那覇市HP

那覇市公式LINEを活用した広報活動
知人・友人からの紹介等

流入経路

メディアプラン（広報計画）

Facebook・Instagram広告の活用
ターゲットを絞り14万件のインプレッション×２媒体

参加者の掘り起こし 参加の動機付け 申込受付

3．メディアプラン

事業専用ホームページ

事業専用ホームページ
申込フォーム

ホームページで事業概要や、受講要件等の必要な
情報を確認、認識した上で申込フォームへ入力して
いただく導線といたします。

具体的な広報活動

横長バナー：那覇市ホームページ掲載 バナー：Instagram、
FaceBook広告配信

広報誌 なは市民の友 8月号・９月号掲載

【年代と反響経路】

・広報については、チラシのイメージをホームページや動画等に反映させ、 オンラインでの受講もでき
る点や、機材の貸し出しが行われることなど、参加のしやすさをアピールした広報を実施しました。
・最初は反響数が思うように伸びませんでしたが、徐々に問い合わせが増えていき、目標45件に
対し32件という結果でした。
・年代別では45～49歳の年代から一番多く、9件のお問合せをいただきました。
・反響獲得数は那覇市広報誌「なは市民の友」が13件と一番多く、次いでInstagramの9件、
那覇市ホームページ4件でした。広報誌の掲載にご尽力いただきありがとうございました。
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3．メディアプラン

広報結果

＜実施広報内容＞
・チラシ作成 2800部
・ポスター作成 155部
・事業HP作成（申込・問い合わせフォーム付き）
・Facebook・Instagram広告
第一回：令和6年8月26日～9月1日
第二回：令和6年9月8日～9月18日

・求人誌広告（令和6年8月31日掲載）

＜その他広報業務＞
・那覇市広報誌 なは市民の友 8月号・9月号
・那覇市ホームページ

＜ポスター・ちらし掲示＞
・沖縄県キャリアセンター
・ハローワークなどの就労支援関連機関
・沖縄海邦銀行様
・沖縄銀行様
・沖縄県立図書館
・ヒューマンアカデミー那覇校校舎内
・ジュンク堂書店
・那覇市内公民館
・那覇市役所内
・ポスティング800部
・那覇市内保育園へ郵送600部
（なは女性センター様ご協力）

＜広報結果＞
募集期間：8月1日～9月19日
最終申込人数：32名
認知経路の内訳（アンケートより）
1位 なは市民の友 13件
2位 Instagram 9件
3位 那覇市ホームページ 4件

Instagram・FaceBook広告配信レポート

1回目の配信レポート

Instagram/Facebook広告では、
1つのバナーを継続配信する場合一般的に、
◆徐々にクリック率が低下する
◆徐々にクリック単価が高騰する
という結果になる。（広告の品質スコアが低いとみなされるため）
この傾向が、今回の配信においても見られた。
⇒ 8/30に詳細ターゲットを拡張したことで、クリック単価はやや改善
※詳細ターゲット：Metaシステム上で利用者の「興味関心」「利用者層」「行動状況」

等のデータが収集されており、それに合わせて任意のターゲティングができる機能

時間傾向としては、昼食時（12~13時）や夕方以降（16時~）に多く
配信されている傾向
└仕事の休憩時間やや育児の時間外にSNSを見る人が多いためか
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3．メディアプラン

Instagram・FaceBook広告配信レポート

２回目の配信レポート

1回目配信から詳細ターゲットを少し拡張したことで、
前回よりも配信期間は長かったもののクリック単価を抑え、高いクリック率で着地。
（Microsoft Excelやwindowsに興味のあるユーザーを追加）

時間傾向としては、1回目と同様に20時以降に多く費用を使用する結果となった
└仕事や育児、家事などが終わりSNSを見る人が多いためか
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4．参加者選定

選考

選考面接

合否通知

申し込み

お問合せ

機材教材送付・受講準備へ

受講者の選考・決定
【選考で工夫した点】
オンラインでの面接もOKとしたことによりスケジュールの調整がしやすく、スムーズに調整することができました。
また、スタートアップセミナーの当日から選考面接を開始したことで、利便性が高まったと感じています。

選考面接では事前に質問事項とその評価方法を確認の上実施致しました。

【課題に感じた点】
・今回はお申込み件数が目標数値に対して70%台ということでスケジュールに影響することなく面接できましたが、件数が多い場合の対応
をあまり想定できていませんでした。今後はもう少し余裕をもったスケジューリングと誘導ができるようにする必要があると感じました。
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「那覇市女性デジタル人材育成支援事業 スタートアップセミナー」

参加者が受講後に働くイメージを掴むことができるヒントになるよう、講座の１回目は興味を持ってくださった市民の皆様の
ためにオープニングセミナーを開催しました。参加者が「本事業の受講後にどんなキャリアをつないでいきたいか」を具体化する
ために、自らの課題を見つめ直し、自身のキャリアデザインについてイメージして頂ける内容です。オープニングセミナーを通じ
て本講座のお申込みに誘導致しました。

◎開催日時：9月7日（土）11:00～13:00
◎開催方法：対面形式＋HP内でアーカイブ配信
◎開催会場：ヒューマンアカデミー那覇校
◎募集人数：集客目標35名に対し実績20名。

テーマ 項目 時間 詳細

女性のためのキャリアデザイン
セミナー＋本事業説明会

彩る私の
キャリアデザイン

120分
時代の変化を知り、先輩女性の体験談を聞いてキャリアデザイン
の必要性を考える。 キャリアの描き方と自己認識、目標設定、考
慮すべきこと、グループワークでキャリア プランを描いてみる

オープニングセミナーの実施における基本的な考え方

5．セミナーとPC研修カリキュラム

申込み
確認メール
返信

オリエンテーション
Windows
入門

Word
基礎
応用
実践

オリエンテーション概要
10月5日オリエンテーションを実施し本事業の概要の説明、今後の学習の進め方、就業支援等を事務局及び講師から説明を行いました。
狙い：事務局の名前と顔を一致させる安心感・仲間意識の醸成、研修及び支援内容詳細の理解、離脱防止

受講の流れ

ポータルサイト
Zoomでのリアルタイムオンライン受講・Assistの活用

(各自のPCで受講完了していただく)
機材やソフトを参加者に提供したうえで
リアルタイムオンライン訓練を実施

メールと封書
両方で通知

面談
選考 合否通知

Excel
基礎
応用
実践

PowerPoint
基礎
応用
実践

2月10日まで
伴走型支援

受講者にご準備いただく機材・環境
使用ソ フ ト：office2019・2021・365
PC無料貸出可能（PC及びWifi貸出期間：2024年10月5日～2025年２月16日）

◎登壇者：當銘 裕美 講師（キャリアコンサルタント技能士２級）
比嘉 知佳子 （国家資格キャリアコンサルタント・Webデザイナー）
瑞慶覧 良子（ヒューマンアカデミースタッフ・事業説明）

オープニングセミナーの様子

個人特定を避けるため写真非表示
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全83時間 （50分×83回）
日 時：毎週金曜・土曜 10:00～13:10
期 間：2024年10月5日～2024年12月27日
受講料：無料
教 材：無料

デジタル教材はAssistよりダウンロード
その他テキスト6冊使用

ＰＣ研修（Office講座）カリキュラム 教室利用

授業は弊社教室から配信。
オンラインと対面が混在する
ハイブリッド配信で実施しました。

所在地：那覇市牧志1-19-29
D-nahaビル8階

担当講師

業界に22 年余。
VBAやネットワーク分野に長け、
スタンドアロン環境のデータベース
構築やウェブ制作に精通。
初心者向け～専門コース
（対象年齢もキッズ～企業研
修）と、幅広い指導経験をもつ。

5．セミナーとPC研修カリキュラム

ＰＣ研修の様子

個人特定を避けるため写真非表示
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学
習
支
援
・
理
解
度
管
理
／
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理

Zoomオンライン受講

サポート・フォローについて

リアルタイム
オンライン受講

キャリアアドバイザー

講師・スタッフによる学習支援

●講義実施中の質問に対応
●ZOOM、メールにて学習指導等を実施

＜役割＞
●出席状況や学習アプリで受講進捗管理
●励まし・学習課題の相談に乗る伴走者

キャリアアドバイザーによる
学習・就職支援

オンライン講義、オンデマンド（見逃し）
出席率・視聴履歴の確認
・個別の学習に係る悩み相談

受講終了後面談の実施
キャリアプランの構築、マッチング支援、

就職支援サイトへの登録に向けたサポートを行う

講師と事務局が連携しフォローアップ
学習モチベーションを向上・維持

個
別
キ
ャ
リ
コ
ン
／
離
脱
防
止
の
声
掛
け

●事業専任でキャリアアドバイザーを配置
●事務局と連携し、出席や視聴が芳しくない
訓練生への声掛け、フォローアップ。

見逃した場合や復習す
る場合は、

オンデマンド配信で
何度でも視聴可能

事務局

担当講師の他、キャリアアドバイザーを配置し、事務局とチーム一丸で伴走支援を実施しました。

受講生

6．受講中のサポート・フォロー

受講期間中、受講者の学習の進捗管
理等を行うとともに、講座内容に関する質
問に答えられるよう学習支援員を配置。
対面講義内での小さな質問対応や学
習進捗が思わしくない方の後ろについてサ
ポートをすることでおいていかれることが無
いようにサポート。
メイン講師の授業進行を妨げることなく
スムーズに講義進行できるようにしました。

授業日を中心に週３日配置しました。
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グループチャット内でのお知らせの様子

オンデマンドで講座を視聴するページでは、弊社開発のオンライン学習プラットフォーム「assist」を利用し、安定的かつ円滑な学習体験、参加者管理、一元化された情報発信をします。ロ
グインには、各参加者に個別に配布されたIDとパスワードが必要です。これにより、事業参加者のみが動画にアクセスできる設計となっています。また、「assist」では、定期的な到達度確
認テストを行い、結果と個々の学習進捗を把握します。さらに、参加者の学習モチベーションや心理状態を理解し、事務局からのプッシュ型支援（適切な声掛けやサポート）で、「一人も
取り残さない」学習支援環境を提供します。
参加者には定期的にアンケートを実施し、講師へのフィードバックを通じて、講座の品質向上を常に追求します。また、次年度以降の委託事業にも貢献できるようポイントを抑えた集計・分
析を進めてまいります。

モバイル端末にも対応

※オンライン学習プラットフォーム
弊社は経済産業省よりリスキリングを通じた
キャリアアップ支援事業の補助事業者として
採択。このプラットフォームを活用しています。

①ポータルサイトよりログイン画面へ
多言語対応ログイン画面

②学習プラットフォーム標準画面

事務局からのお知らせ
やテスト結果など赤色
の通知バッジにより見
逃し防止

6．受講中のサポート・フォロー

受講者が就職への意欲を保ちながら中期的に受講を継続的に受講できるよう
受講の進捗管理フォロー、質問対応等を行い、学習用アプリ上では事務局か
らのお知らせと交流の促進機会等を目的とした「グループチャット」を利用し、い
つでも質問を受け付けることができる体制を整えました。

グループチャットの設置

受講ガイドの配付

Assistの操作方法など困った時の
ために、受講ガイドをご案内。
・学習用アプリAssist操作方法
・eラーニング学習進捗確認方法
・カリキュラムとスケジュール
・受講に必要な機器・ソフト
・オンライン教材閲覧方法
・フォロー制度 、質問の仕方

サポート・フォローについて 学習用アプリAssistの活用
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就職支援について

「就職サポート面談」として、カウンセリングシートを用いて個別面談を中心に実施しました

【実施内容】
＜相談員によるキャリアカウンセリング＞ 面談目標 45回に対し46回実施
・相談員（キャリアアドバイザー）を４名配置。
・受講生一人当たり月1回×3ヶ月のカウンセリングを実施。

＜カウンセリングの内容＞
・学習の進捗状況について確認。受講進度が低い受講生に対しては、学習支援を実施。
・就職支援講座の課題、「ジョブカード」「履歴書」「職務経歴書」の添削。
・就職活動全般に関する支援。自己理解、職業理解、活動方法や情報提供、個別の悩み相談など。
・「なはし創業・就職サポートセンター」のミニセミナー参加、利用を促す。
・必要に応じて求人情報を提供し、自発的な就職活動への行動を促す。

受講生の近況や悩み等に寄り添いながら、具体的な就職活動に繋げていくためのアドバイス等を交えて、受講生のより安定した就労支援という目標に向かって支援を行いました。
次回の面談日程等も設定し、就職活動に対する具体的なアクションを自発的に起こせるようになるよう、継続的に支援を行いました。

ご案内したなはし創業・就職サポートセンター主催のセミナーちらし

6．受講中のサポート・フォロー

就職支援セミナーの様子

企業の採用活動の本音セミナー

キャリアアドバイザーによる就職サポート面談の様子

対面及びオンラインで実施。
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1. PC研修受講申込者数・・・・・・目標：25名 ⇒ 実績：32名 達成率128%
2. PC研修出席率・・・・・・・・・・・・目標：80% ⇒ 実績：93%※eラーニング含む

3. PC研修修了者数・・・・・・・・・・目標：14名 ⇒ 実績：15名 修了率100%
4. 就職サポート面談実施回数・・ 目標：45回 ⇒ 実績：46回
5. 受講者満足度・・・・・・・・・・・・・目標：4.5 ⇒ 実績：4.79（5段階評価平均）

6. 就職実績・・・・・・・・・・・・・・・・・目標：85% ⇒ 実績：就職率86%（15名中13名就職）
7. 協働するなはし創業・就職サポートセンター主催就職支援セミナー参加企業への就職決定1名

達成できなかったこと

1. スタートアップセミナーの集客
2. 就職活動の動きが遅れたこと

要因分析・所感
改

善

策

具体的な改善案

当初の目標・狙い通りに達成できたこと

1.について
・ホームページ制作やチラシ制作にかかる期間は予定通り
でしたが、その後の周知活動や期間がもう少し必要でした。

2.について
・就職サポート面談では自己理解や自発的な求職活動
への支援が中心でしたので、もう少し踏み込んだ積極的
な支援が必要と感じました。

1.について
・お問合せ経路1位は那覇市広報誌の『なは市民の友』
広告、2位はInstagramでしたので、それらの早期掲出に
よる周知と、今回はハローワーク内での認可に約2週間かか
りました。思っていたよりも時間がかかり焦りましたので広告
物校了前からできる申請をしておく等の対策をとります。
また、予算にもよりますが次回はYahooやGoogleなどのリ
スティング広告も入れると集客しやすかったのではと考えてい
ます。

2.について
・求人情報の提供をしてはいましたが、就職支援の講義や
企業担当者を招致したセミナーを研修内に組みこむといっ
た工夫ができるとさらに就職へ一歩踏み出しやすいと感じま
した。
また、なはし創業・就職サポ-トセンターと協働した就職支
援セミナーをあと1～２か月早い時期に行うことでより意識
の醸成ができると考えます。

7．事業全体総括


